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平成２２年第４回豊頃町議会定例会会議録（第１号） 
平成２２年１２月１０日（金曜日）    

  

◎議事日程 

日程第 １    会議録署名議員の指名 

日程第 ２    会期の決定 

日程第 ３  委 員 会 報 告 

第 ６ 号 

 議会運営委員会所掌事務調査結果報告 

日程第 ４  委 員 会 報 告 

第 ７ 号 

 総務文教常任委員会所管事務調査結果報告 

日程第 ５  議 案 第 ５ ８ 号  平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ６  議 案 第 ５ ９ 号  平成２２年度豊頃町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号） 

日程第 ７  議 案 第 ６ ０ 号  平成２２年度豊頃町介護保険特別会計補正予算

（第２号） 

日程第 ８  議 案 第 ６ １ 号  平成２２年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号） 

日程第 ９  議 案 第 ６ ２ 号  平成２２年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１０  議 案 第 ６ ３ 号  平成２２年度豊頃町公共下水道特別会計補正予算

（第３号） 

日程第１１  議 案 第 ６ ７ 号  平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第５号） 

日程第１２  議 案 第 ６ ４ 号  豊頃町テレビジョン放送再送信施設の設置及び管

理に関する条例の制定 

日程第１３  議 案 第 ６ ５ 号  豊頃町生涯学習の町づくり推進本部設置条例の廃

止 

日程第１４  議 案 第 ６ ６ 号  豊頃町営住宅の設置及び管理条例の一部改正 

日程第１５  同 意 案 第 １ 号  豊頃町教育委員会委員の任命 

日程第１６  同 意 案 第 ２ 号  豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任 

日程第１７  同 意 案 第 ３ 号  豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任 

日程第１８    陳情の委員会付託 

日程第１９    休会の議決 
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午前１０時００分 開会 

  

       ◎ 開会宣告 

●小野木議長 ただいまから、平成２２年第４回豊頃町議会定例会を開会します。 

 

       ◎ 開議宣告 

●小野木議長 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

       ◎ 諸般の報告 

●小野木議長 議事に入る前に、諸般の報告を行います。 

 事務局長に諸般の報告をさせます。 

 和田事務局長。 

●和田事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

 議会事務局報告及び議員派遣の結果報告につきましては、お手元に配付のとおりです。 

 次に、監査委員より、平成２２年１０月２５日から１１月５日まで実施されました平成２２年

度定期監査結果報告書及び平成２２年８月から１０月までの例月現金出納検査報告書の提出があ

りました。報告書は、お手元に配付のとおりでありますので、ご覧いただきたいと思います。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

●小野木議長 これで、諸般の報告を終わります。 

 

       ◎ 行政報告 

●小野木議長 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

 宮口町長。 

●宮口町長 第４回定例会の行政報告を申し上げます。 

 最初に、農林水産業の概要についてであります。 

 本年の農業の概要につきましては、６月中旪から異常高温によって、豆類を除く農作物が影響

を受け、収量が減尐している状況にあります。既に報告のとおり、小麦は、成熟期間が１週間以

上も早まり、小粒となったため、昨年に引き続き収量が大幅に減尐しております。寒冷地作物で

あるてん菜については、異常高温の影響を大きく受け、重量及び糖分が平年より大きく減尐して

おります。また、馬鈴薯についても収量が減尐し、一部には急激な肥大による芋中央部の空洞化

が見られます。人参、牛蒡など秋野菜は収量が前年を上回り、野菜全般において市場価格の高騰

により、昨年より販売価格が増加しております。 

 畜産においては、夏場の異常高温により、一部体力低下、乳房炎の発症が見られたものの、生
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乳生産は管内平均を上回り、増加している状況にあります。 

 この秋、政府は、突如としてアジア太平洋自由貿易圏（ＦＴＡＡＰ）に向けた道筋の中で唯一

交渉が開始されている環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定について、その情報収集を進め

ながら対応していく必要があり、国内の環境整備を早急に進めるとともに、関係国との協議を開

始することを表明しているところであります。このＴＰＰ参加如何によっては、本町農業等は壊

滅的な影響が想定されることから、農業関係団体はもとより、本町一丸となって参加阻止に向け

行動してまいります。 

 次に、水産の概況であります。漁期前のサケマスセンターの来遊予測では、対前年比２０％減

と予想されておりましたが、大津漁港でのサケ定置網漁の水揚げは、来遊予想を大きく下回り、

６０％以上も減尐しております。シシャモ漁については、漁獲量は増加しているものの、魚価に

ついては下落しております。また、サケ定置時期に発生する流木については、本年は海岸管理者

である北海道がグリーンニューディール基金を活用し、漁業に支障がないよう処理されておりま

す。 

 最後に、林業の状況でありますが、本年から豊頃町産業振興補助制度により、伐採跡地の荒地

解消に向けた民有林の植林助成を行うこととしました。この制度により、昨年の３倍、約８０ヘ

クタールの山林に植林が行われております。 

 次に、地域密着型特別養護老人ホームの建設についてであります。社会福祉法人豊頃愛生協会

において計画しております、地域密着型特別養護老人ホーム２９床の建設については、施設の事

業計画が決定し、去る１１月１８日、平成２３年度地域密着型特別養護老人ホーム創設に伴う財

政支援についての要望書が本町に提出されました。施設の基本理念は、「わが家」としての「と

よころ荘」とし、入居者のだれもが生きがい、憩い、交流を享受し、幸せを感じることのできる

我が家の実現を目指すため、建設場所を旧茂岩小学校グラウンド南側の敷地とし、その使用につ

いて、町からの無償貸付を望んでいるところです。建物については、鉄筋コンクリート平屋建

て、２９床、総床面積１,６３１.４０平方メートル、建築主体工事約３億４,０００万円、機械

設備、電気設備工事を含みます。外構工事約３,０００万円、備品購入費約４,０００万円、設計

・管理費は約２,４００万円で、総事業費は約４億４,０００万円として予定されております。資

金計画について、国からの交付金を約１億２,０００万円見込み、自己資金約８,０００万円、残

りの約２億４,０００万円について、町からの財政支援を望んでいるところであります。本事業

については、平成２３年度当初に国から事業認可がされる見込みであり、その後着工、年度内に

完成し、平成２４年度からの供用開始が予定されているところであります。 

 町では、事業計画を十分精査のうえ、助成する額、起債の借入れ見込みなど関係機関と協議を

進め、財政の許す範囲内で要望に応えるよう努力し、平成２３年度一般会計予算に計上して参り

たいと考えているところであります。 

 次に、旧茂岩河川事業所の土地、建物の取得及び利活用についてであります。旧茂岩河川事業
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所は、平成１４年にその機能を池田河川事務所に移行し、平成１６年３月をもってその役割を終

え、閉所いたしました。このことから、北海道開発局から土地７,０５７.６５平方メートル及び

旧事務所ほか９棟の建物１,２７２.５９平方メートルについて、本町に対し取得に向け検討する

よう再三にわたり要請を受けていたところであります。当初提示された売却価格が５,０００万

円と高額なこともあり、本町としては購入について静観しておりましたが、本年に入り具体的な

評価額ともろもろの減額内容の提示があり、庁内に検討委員会を設置し、取得及びその利活用等

について協議してまいりました。合宿所、無線局、電気室及び倉庫については解体撤去を想定

し、それ以外の施設、事務所、倉庫及び車庫等の６棟を今後利活用することといたしました。事

務所については、地域集会施設及び防災避難施設として、その他の施設については防災・除雪等

関連資機材の保管庫などとして、今後、整備を進めてまいります。なお、地域住民から敷地内の

草刈り及び空き施設等の適正な管理に係る要望もあり、防犯及び景観の面からも対応して参りま

す。 

 次に、都市間バス帯広釧路間すずらん号の廃止予定についてであります。帯広釧路線のすずら

ん号は、毎日２往復の４便で運行されておりますが、利用者の減尐により、平成２３年３月末を

もって廃止したい旨、十勝バス株式会社及びくしろバス株式会社から通告を受けたところであり

ます。平成２１年度の運行実績によると、１便当たりの輸送人員が９.１人、そのうち豊頃町民

の利用実績が年間延べ６６５人、１便当たり０.４人となっております。平成２１年度以降にお

ける本町負担の年額７０万円ほか、関係市町村の負担金を算入してもなお両社の経常損益は単年

でマイナス２５０万円に達していることから、平成２３年度以降において路線を維持することは

不可能であるとの申し出がありました。十勝バスの試算では、現状の運行体制を維持することと

して、豊頃町が全額負担するとした場合、年間約１,０００万円程度の負担となることから、庁

内に交通対策検討会議を設置し、平成２３年４月以降の豊頃帯広間の通院等における町民の交通

手段確保について検討し、あわせて本町における将来的、総合的な交通対策の指針を作成して参

ります。 

 次に、豊頃町地域情報通信基盤整備事業の進捗状況であります。豊頃町地域情報通信基盤整備

事業の進捗状況については、現在、工事に必要とする各種占用手続などをほぼ終了し、電柱の新

設並びに光ケーブルの敷設工事と並行して、地上デジタルテレビ放送難視聴世帯の宅内工事に着

手しているところであります。工事の進捗状況として、電柱の新設は、計画の約６０％に当たる

５７０本を終了し、年内完了の見込みであります。光ケーブル敷設工事については、計画の約５

３％に当たる１３０キロメートルを終了し、来年２月上旪には完成を見込んでいるところであり

ます。また、地上デジタルテレビ放送難視聴２３０世帯に係る宅内工事につきましては、１２月

から来年２月中旪をめどに完了する予定をしております。全体工事は、来年２月中のサービス提

供を目指して工事を進めてきたところでありますが、全道５３の自治体が一斉に事業を実施して

おり、資材及び作業人員の確保、さらには北海道電力の電柱への共架許可が難航したことによる
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経路変更により、予定より１カ月程度の遅れを生じております。現在、資材及び作業人員等は、

ほぼ確保された状況にあり、来年２月中の工事完成、本年度内のサービス提供開始に向け鋭意努

力しているところであります。 

 以上が行政報告でございます。 

●小野木議長 これで、行政報告は終わりました。 

 

       ◎ 会議録署名議員の指名 

●小野木議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、３番菅谷誠議員及び４番森一彦議員

を指名します。 

 

       ◎ 会期の決定 

●小野木議長 日程第２ 会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１７日までの８日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、１２月１７日までの８日間に決定しました。 

 

       ◎ 委員会報告第６号 

●小野木議長 日程第３ 委員会報告第６号議会運営委員会所掌事務調査結果報告の件を議題と

します。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 大崎議会運営委員長。 

●大崎議会運営委員長 委員会報告第６号、議会運営委員会所掌事務調査結果報告書。本委員会

の所掌事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定により報告します。 

記。 

１、調査事件。(１)平成２２年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

２、調査期日。平成２２年１２月７日。 

３、調査の経過。(１)平成２２年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。平成２２

年１２月３日招集告示のあった平成２２年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項につ

いて、同月７日に委員会を開催し、会期及び会期日程等について協議を行った。 

４、調査の結果。(１)平成２２年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 
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ア、会期及び会期日程等については、１２月１７日を会期最終日とすることとして日程を調整

した。 

イ、一般質問の通告期限は、１２月１０日午後５時とした。 

ウ、陳情書の取り扱いについては、平成２２年第３回定例会閉会後に受理したものは５件であ

り、本町議会の運営基準に基づき、所管の産業厚生常任委員会に付託すべきもの１件とし、その

他の４件については、議員配付にとどめるべきものとした。 

エ、同意案第１号教育委員会委員の任命については、議会運営基準に基づき、討論を省略し簡

易採決することとした。 

オ、同意案第２号及び第３号固定資産評価審査委員会委員の選任については、議会運営基準に

基づき、討論を省略し簡易採決することとした。 

カ、付託事件の審査等のための各常任委員会開催については、定例会初日の１２月 １０日に開

催するよう日程を調整した。 

以上。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第６号は報告済みとします。 

 

       ◎ 委員会報告第７号 

●小野木議長 日程第４ 委員会報告第７号総務文教常任委員会所管事務調査結果報告の件を議

題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 菅谷総務文教常任委員長。 

●菅谷総務文教常任委員長 委員会報告第７号、総務文教常任委員会所管事務調査結果報告書。

本委員会の所管事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定により報告い

たします。 

 記。 

 １、調査事項。 

 (１)豊頃中学校施設整備の状況について。 

 (２)町有建物の用途変更について（豊頃医院看護師宿舎）。 

 ２、調査の方法。 

 資料による検討と説明聴取及び現地調査。 

 ３、調査期日。 
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 平成２２年１０月６日。 

 ４、調査の経過と結果。 

 (１)豊頃中学校施設整備の状況について。豊頃中学校は、昭和５１年４月開校以来、学校環境

保持のための校舎等の維持管理に努めるとともに、安全な学校施設整備のため耐震補強工事も

行っており、安心・安全な教育環境の維持に努めている。平成２１年度地域活性化・きめ細かな

臨時交付金事業により、同校施設の改修が本年度実施されたことから、実施後の改修状況につい

て調査を実施した。実施された改修等は、校舎屋根外壁及び内部塗装改修、校舎給水管改修、校

舎屋上改修及び普通教室改修であり、総工事費は４,４９６万１,０００円となっている。また、

工期は、学校運営の影響が最小限となるよう、夏季休業期間を利用した７月から９月までに設定

されていた。改修に当たり、音楽室の吸音板の設置やトイレ回りの手洗い設備整備など質の高い

改善も行われており、良好な改修状況となっていた。学校環境を維持するための今後の課題とし

て、職員玄関前の駐車場の補修、窓ガラスの更新等が必要であるとのことであるが、廊下の改修

や校舎敷地内の樹木管理についても検討すべきものであるとの意見が出された。 

 (２)町有建物の用途変更について（豊頃医院看護師宿舎）。平成２年度建築の豊頃医院看護師

宿舎は、１戸当たりの面積が狭いことや独身の看護師の採用がない等の状況から、平成２０年度

から現在まで同宿舎は未利用の状況となっている。また、今後においても入居者が見込めない状

況にあるため、平成２１年度地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業により、同宿舎を高齢者等

の福祉住宅とするため本年度改修したことから、実施後の状況について調査を実施した。改修前

の同宿舎は１棟４戸で、１戸当たりの面積は、風除室を除き約２５平方メートルであり、改修後

は１棟２戸で、同面積は約５０平方メートルとなっている。バリアフリーなど高齢者に配慮した

仕様となっており、良好な改修状況であった。今回の改修は、未利用施設の有効利用を図るため

の用途変更を目的としたものである。未利用施設に対する利用目的の見直しは、町有財産の有効

利用の観点からも重要であり、今回の改修は優良な事業であること、さらに、今後において、同

様の見直しは早期に行うことなど、町有財産の有効利用が図られるよう対応されたいとの意見が

出された。 

 以上。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第７号は報告済みとします。 

 

       ◎ 議案第５８号 

●小野木議長 日程第５ 議案第５８号平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第４号）につい
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てを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 熊野総務課長。 

●熊野総務課長 議案第５８号平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第４号）について御説明

申し上げます。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８,９８１万４,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４０億１,４２４万３,０００円と定めるものであり

ます。補正の内容につきまして、歳入歳出事項別明細書により、歳出から御説明申し上げます。

１５ページをお開き願います。初めに、各款の給料、職員手当、共済費などの人件費につきまし

ては、人事院勧告に伴う職員の給与改定と年度内の人事異動によるものについて、本予算措置を

させていただくものであります。 

 １款議会費、１項議会費において、職員人件費、臨時職員賃金など１５４万６,０００円を減

額。 

 ２款総務費、１項総務管理費において、１目一般管理費に、職員人件費として９２３万６,０

００円を追加、３目財産管理費に、基金積立金として１億３,０２２万円を追加、７目企画費

に、市街地活性化対策事業費として、仮称はるにれ多目的活動センター備品購入費など６２４万

４,０００円を追加するなど、合わせて１億４,５９２万２,０００円を追加。４項選挙費におい

て、知事道議会議員選挙費用として１９４万７,０００円を追加、合わせて１９７万８,０００円

を追加するものです。 

 ３款民生費、１項社会福祉費において、１目社会福祉総務費から、社会福祉一般経費として、

臨時保健師賃金１７０万９,０００円を減額、国民健康保険事業繰出金１２６万５,０００円を追

加、３目老人福祉費に、老人福祉一般経費として、老人施設入所措置費２１６万８,０００円を

追加、緊急通報システム管理費１６６万７,０００円を減額、介護保険事業繰出金１６８万３,０

００円を追加、４目障害者福祉費に、障害者自立支援費として３７４万５,０００円を追加、８

目後期高齢者医療費から繰出金１１９万４,０００円を減額するなど、これら合わせて４４０万

７,０００円を追加。２項児童福祉費において、１目保育所費から職員人件費１０４万６,０００

円を減額、児童福祉施設管理費１１１万円を追加するなど、合わせて１７３万４,０００円を減

額。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費に９８万７,０００円を減額。２項簡易水道費において、簡易水

道特別会計繰出金１,００８万円を減額。 

 ５款農林水産業費、１項農業費において、２目農業総務費に、農業振興一般経費として、明渠

排水整備事業補助金など５６５万円を追加、合わせて５２０万１,０００円を追加するものであ

ります。２項畜産業費において、１１万１,０００円を追加。３項林業費において、１目林業総

務費に、緊急雇用創出推進事業費として、有害鳥獣駆除賃金など３５２万９,０００円を追加す

るなど、これら合わせて２４０万円を追加。４項水産業費において、水産業振興一般経費とし
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て、大津漁港建設利用推進期成会補助金１６０万円を追加。 

 ６款商工費、１項商工費において、１目商工総務費に、商工業振興一般経費として、商工会法

施行５０周年記念事業補助金など３０９万６,０００円を追加。合わせて２９５万１,０００円を

追加。 

 ７款土木費、１項土木管理費において、１１０万６,０００円を追加。２項道路橋梁費におい

て、３目国庫補助道路整備費から社会資本整備総合交付金事業として、事業費を精査し、執行残

４,２０８万４,０００円を減額。これら合わせて４,２８６万８,０００円を減額。３項住宅費に

おいて、職員人件費など９１５万４,０００円を減額。６項公共下水道費において、９万５,００

０円を減額。 

 ８款消防費、１項消防費において、東十勝消防事務組合負担金として６２３万２,０００円を

減額。２項災害対策費において、５,０００円を減額。 

 ９款教育費、１項教育総務費において、職員人件費など５４９万１,０００円を減額。２項小

学校費において、９万１,０００円を追加。３項中学校費において、１目学校管理費に２０万円

追加、２目教育振興費から２０万円を減額。４項社会教育費において、４４万８,０００円を減

額。５項保健体育費において、１８万７,０００円を追加。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費において、去る１２月３日、発達した低気圧

の接近により一時的に大雤となり、町道の一部について被害を受けました。被害の状況は、別紙

に配付の被害調書のとおりであります。これらの普及に要する経費を現年災害復旧事業として、

町道災害補修費２５０万円を追加するものであります。 

 以上が歳出に係る補正の内容であります。 

 これら歳出に伴う歳入につきましては、１０ページをお開き願います。 

 ９款地方交付税に１億１,７８４万円を追加。 

 １１款分担金及び負担金に７３万２,０００円を追加。 

 １２款使用料及び手数料、１項使用料において、６目土木使用料に町営住宅使用料４１１万

６,０００円を追加し、合わせて３６１万７,０００円を追加。 

 １３款国庫支出金、１項国庫負担金において、１目民生費国庫負担金、障害者福祉負担金１８

７万２,０００円を追加するなど、合わせて１６５万円を追加。２項国庫補助金において、２目

民生費国庫補助金から次世代育成支援対策事業３５０万７,０００円を追加。４目土木費国庫補

助金から社会資本整備総合交付金事業１,８３０万円を減額するなど、合わせて１,５８２万円を

減額。３項委託金において、２４万６,０００円を追加。 

 １４款道支出金、１項道負担金において、５万６,０００円を減額。２項道補助金において、

２目民生費補助金から地域子育て支援センター事業１７１万７,０００円を減額、子育て支援対

策事業費２０３万２,０００円を追加、６目商工費補助金に３９０万円を追加。これらを合わせ

て３０８万２,０００円を追加。３項委託金、総務費において、知事道議会議員選挙執行経費と
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して１２６万円を追加。 

 １６款寄付金に２３万２,０００円を追加。 

 １７款繰入金、１項繰入金に産業振興基金繰入金５２０万円を追加するなど、合わせて５１４

万４,０００円を追加。 

 １９款諸収入、５項雑入において、５目過年度収入に後期高齢者医療特別会計繰出金精算返還

金など２６７万５,０００円を追加。合わせて２８９万７,０００円を追加。 

 ２０款町債において、総務債４５０万円を追加、農林水産業債５０万円を減額、土木債２,８

８０万円を減額、臨時財政対策債６２１万円を減額、合わせて３,１０１万円を減額するもので

あります。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為補正について御説明申し上げます。 

 平成２２年度畜産経営維持緊急支援資金利子補給として、期間を平成２２年度から平成４７年

度として、限度額を１,９７２万１,０００円とし、債務負担行為限度額の総額を２,２４２万５,

０００円から４,２１４万６,０００円に改めるものであります。 

 次に、７ページをご覧願います。 

 第３表、地方債補正について御説明申し上げます。 

 一般単独事業債を５６０万円から５１０万円に減額、過疎対策事業債を１億１,５８０万円か

ら９,１５０万円に減額、臨時財政対策債を２億５,０００万円から２億４,３７９万円に減額

し、地方債限度額総額を３億７,１４０万円から３億４,０３９万円に改め、定めるものでありま

す。 

 以上でありますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 １０ページ、９款地方交付税。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １１款分担金及び負担金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １２款使用料及び手数料。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １３款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １４款道支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １６款寄附金。 
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（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １７款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １９款諸収入。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２０款町債。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出については項ごとに質疑を受けます。 

 １５ページ。 

 １款議会費、１項議会費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２款総務費、１項総務管理費、説明。 

 佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 説明第１号につきまして御説明を申し上げます。仮称はるにれ多目的活動セン

ター備品の購入についてであります。平成２２年度において、次のとおり仮称はるにれ多目的活

動センター備品を購入することとし、第２款総務費に計上したものであります。 

 記。 

 １といたしまして、備品購入の内容であります。 

 喫茶室、調理機材として、製氷器、冷蔵庫、冷凍庫、調理台、ＩＨ調理器、炊飯器等７８万

６,０００円。暖房機材として、ＦＦストーブ、エアコン、電気温水器等５１万７,０００円。家

具関係としまして、丸テーブル５脚、椅子２４脚、カウンター用椅子、子供用椅子等５２万円。

電化製品としまして、壁掛けテレビ１台１５万３,０００円。その他として、看板、電話機、レ

ジスター等１５万１,０００円。合計で２１２万７,０００円。サークル室におきましては、暖房

機材としてＦＦストーブ２３万７,０００円。家具関係としましては、椅子、小型流し台１６万

１,０００円。それから、電化製品としまして、小型冷蔵庫２万８,０００円。合計４２万６,０

００円。食品加工室でございますけれども、調理機材としまして、電気ローレンジ、シンク関

係、調理用テーブル、エレクター、冷蔵庫等１４０万８,０００円。暖房機材といたしまして、

ＦＦストーブ、電気温水器、パネルヒーター等５１万円。家具関係といたしまして、ホワイト

ボード３万円と、合計で１９５万７,０００円。 

 供用部分につきましては、廊下、トイレ、オープンスペースに関する備品といたしまして、暖
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房機材としてＦＦストーブ、パネルヒーター等３７万５,０００円。家具関係といたしまして、

流し台、丸テーブル、椅子等７６万７,０００円。電化製品といたしまして、エアタオル、人感

センサー、掃除機等３３万８,０００円。その他といたしまして、屋外の看板、台車等で２１万

１,０００円。合計で１６９万１,０００円ということでございます。 

 備品総計で６２０万１,０００円でありまして、機材区分ごとの合計は記載のとおりでありま

す。 

 ２といたしまして、契約の方法につきましては、指名競争入札及び随意契約を予定しておりま

す。 

 以上でありますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

●小野木議長 質疑を受けます。 

 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 ただいま説明いただきました内容について、何点か質問をさせていただきます

が、現段階において、今、説明がありました喫茶室、それからサークル室、食品加工室、これに

ついての、これは公設ですから、公の施設を利用する方々で具体的なものが上がっていればお示

しいただきたいということが１点。 

 それから、この予算の中で、備品等についての購入についてはこれだけの提案なのですが、運

営に係る、例えば光熱費、あるいは管理費、あるいは、この辺も確認したいのですが、運営費、

特に運営費の中で、消耗品については今後どのような考えなのかというところをあわせて説明い

ただけますか。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 お答え申し上げさせていただきます。 

 利用団体につきましては、過去にも何度か御説明の機会をいただいておりますけれども、喫茶

部門につきましては、手をつなぐ親の会のお母さん、あるいは関係するお子様方で喫茶スペース

の運営に当たっていただく。それから、サークルルームにつきましては、現在、二宮の報徳館で

活動されております織物サークルの方々が御利用。それから、食品加工室につきましては、現

在、豊頃コミセンで活動されております夢みるくの会を中心とした、酪農関係の奥様方が乳製品

の加工について御利用なされると。それから、オープンスペースにつきましては、フリースペー

スとして、ある程度自由な裁量の中で、町民の方、あるいは町外の方も含めて御利用いただける

ようなフリースペースとして設定を考えさせていただいております。 

 それから、光熱費、消耗品についてですが、今回、これらの部分については、予算的には一切

触れておりません。オープンが来年の４月以降を想定させていただいております関係で、新年度

の予算の中で光熱費等運営費については対応させていただきたいというふうに考えております。 

 あわせまして、御質問にありました消耗品でございますけれども、運営に当たりましては、４

月以降の開設ということでございますので、新年度の当初予算で、これらについては対応させて
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いただきたいということで現在考えております。 

 以上であります。 

●小野木議長 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 きょうの質問ではないということのようですが、それでは、お聞きします。こ

の３団体といいますか、使用する会の皆さんから、これを利用していただくということは、非常

に私は好ましいことだなと、こう思いますが、これについて、使用する方々からは、使用料は考

えられるかどうか。現段階でお答えいただきたいと思います。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 御質問にありました利用料でございます。 

 利用料につきましては、３月で条例化等については御審議をいただく予定で現在調整中でござ

います。内容につきましては、まだ確定しておりませんけれども、基本的に、喫茶スペースを除

くサークルルーム、それから、食品加工室については日単位、あるいは年単位で利用料について

は設定をさせていただきたいというふうに考えております。なお、喫茶スペースの手をつなぐ親

の会の関連の利用につきましては、基本的には有料を想定しますが、附則等で、福祉団体の利用

ということでございますので、できるだけ料金を徴収しないで運営できるような支援方策をとり

たいというように考えております。 

 以上です。 

●小野木議長 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 利用とか使用する場合に、これは検討していただきたいと思うのですが、今、

説明があった喫茶室については、既存の団体であります。この既存の団体には、既に助成してお

ります。喫茶ということになると、当然、提供される飲料品、あるいは食品については有料だと

思うのですが、補助をする団体と利益を誘導する団体の兼ね合いというのは非常に難しい理解に

なると思うのですが、その辺の判断はどのようにされていくかというところをお聞かせいただき

たい。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 私から答弁させていただきます。今現在、まだ完成しておりませんけれども、私

は、旧パチンコ店の後の施設については、できるだけ住民に広く、等しく利用していただきたい

ということが目的であります。基本的な考え方としては、今、課長が申し上げましたとおりです

けれども、これからケース・バイ・ケースによっては、やはり利益を目的とする場合について

は、それなりの料金を取りますし、また、そういった社会的立場の弱い方が集まって、自分たち

の持っている時間を有効に利用する場合については、それなりに規則で救済して、料金免除の場

合もあろうかと思います。したがいまして、ケース・バイ・ケースである程度変わってくる場合

もあろうかと思います。 

 ただ、町内にもそういった類する喫茶部分等がありますけれども、また、それを利用する方と
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地元のそういった休憩所を利用する方と若干、入ってくるお客さんも違うかなというふうに思っ

ております。私どもはできるだけ多くの町民が利活用できるような方法を考えておりますので、

また、そういった基準的な規則なり基準以外に利用される場合がありましたら、当然、内部で十

分検討しながら決めていきたいというふうに思っております。したがいまして、なかなか、基

準、規則等で当てはめて、そのとおりということはいかないかと思います。基本的なものはつく

りますけれども、今、私が申し上げましたとおり、その目的によっては使用料、利用料を普通よ

りも高く取る場合もありますし、先ほど申し上げましたとおり、町民が利用される場合について

は、当然、免除規定もして、できるだけ利活用しやすい方法で運営したいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

●小野木議長 ７番長谷川議員。 

●７番長谷川議員 今、町長が言われたように、あの施設を利用してもらうということがやっぱ

り一番大切なことなのですよね。ですから、いかに利用しやすく、町民の皆さんに利用してもら

うかということが最も大事なことだと思うわけです。ですから、それに向かって、やはり町民の

皆さんが利用しやすいような体制をきちんとつくっていただきたい。私は、木工芸館を議会で視

察させてもらいました。そのときに、ある議員が、このような立派な施設を汚すのは忍びないと

いうようなことを言われたわけです。ここに大きな間違いがあると思うのですよ。やはり汚して

も構わないのだと。結局、利用してもらうことがやっぱり一番大事だという基本概念をきちんと

持って、町民の皆さんに開放していただきたい。そのことをもう一度要望しますので、お考えを

お聞かせください。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 今、それぞれサークルで、自分たちの時間、趣味を生かしているグループ、特に

私、一番心配しているのが、お年寄りが買い物に来て、次のバスまで待っている時間帯というの

は、見ましたら、スーパーの玄関の先でたむろしているという、本当に、これから冬、寒い日が

続きますので、できるだけ早くそういったものを解消してあげたい。したがいまして、先ほども

言った社会的立場の弱い方などを介護したり、いろいろと情報を交換したり、そういった意味

で、長谷川議員が言うとおり、できるだけ利活用していただきたいということ。それは、行政と

しても責任を持って解消したいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

●小野木議長 ６番大谷議員。 

●６番大谷議員 今、利用の問題に関連しますけれども、全体的な管理はどのように考えている

のか、お聞かせ願いたいと思います。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 先ほどから申し上げておりますとおり、喫茶部門につきましては、常設を予定

しております。週何日かということはまだ、個別には特定されておりませんけれども、尐なくて
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も週５日間は開設ということになれば、その方々が施設の会場施錠、あるいは清掃等に当たって

いただくというようなことで、施設の管理委託を団体にするというようなことを想定しておりま

す。 

 以上です。 

●小野木議長 ６番大谷議員。 

●６番大谷議員 それであれば、応分な管理費を払うということですね。それと、もう一つ、老

人の待合室的なものに利用されるということですけれども、そのことに対しての対応は十分でき

るのかどうか、お聞かせ願いたいと思います。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 当然、金額的なものは想定をしなければならないと考えています。ただ、先ほ

どから申し上げておりますとおり、社会的に弱い立場の方々がお集まりの団体であります。確か

に行政から助成金が出ているということはあるわけですけれども、団体として、今までそういっ

た取り組みをなされた経過がないというような中で、ご自分のお子さんたちは、自宅で今、引き

こもりに遭っているようなお子さんたちが、行く場所がないというような状況で、そういったお

子さんたちを、社会参加のための訓練、あるいは、お母さんたちが自ら事業を起こして子供たち

の職場を確保するというような形の中で、どういったお子さんたちが対応可能なのかと、どう

いった就労が可能なのかというようなことも含めて、清掃ですとか、そういった施設の管理、あ

るいは接客、そういったことを通して社会参加を目指していただきたいという実験的なケースに

なろうかと思います。 

 当然、団体として財政的には非常に恵まれた状況にはございません。喫茶店を運営する部分で

の財政的なベースを委託料の中で確保するというような中で、黒字は最初から見込めません。そ

ういった部分で、行政の差し伸べる手をそういったことでお受けとめいただく中で、何とか円滑

に運営をしていただけないかというようなことで、金額的なものについては今後、協議をさせて

いただきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

●小野木議長 ここで、暫時休憩します。 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

●小野木議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 答弁漏れがあります。 

 答弁、佐藤企画課長。 



 

－ 17 － 

●佐藤企画課長 申しわけありませんでした。多分、コミュニティバス、あるいは町有バスの乗

車を予定される方が待合所として使う場合に支障はないのかという御質問だと思いますが、当

然、暖をとれる施設は、今のところこれしか想定はされません。ですから、特に冬場等について

は御利用いただけるように、私どものほうも配慮しなければならないというふうに考えておりま

すし、特に喫茶部門の開設が平日中心ということであれば、当然、そういった対応が必要になる

ことも認識の上で対応しておりますので、その辺、御理解をいただきたいと思います。以上で

す。 

●小野木議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 先に進みます。 

 ４項選挙費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３款民生費、１項社会福祉費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項児童福祉費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ４款衛生費、１項保健衛生費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項簡易水道費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ５款農林水産業費、１項農業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項畜産業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３項林業費。 

 ８番津久井議員。 

●８番津久井議員 ここで有害鳥獣駆除があります。このごろシカが町内で爆発的にふえてきて

おりますし、また、その被害額も増大なものがあるというふうに思われております。そこで、今

回、補正で予算を組まれておりますけれども、このことによってどのぐらいの駆除がされて、ま

た町内にはどのぐらい頭数がいるのか、その辺お聞きしたいと思います。 

●小野木議長 答弁、金川産業課長。 

●金川産業画課長 お答えをさせていただきたいと思います。この事業につきましては、北海道

の緊急雇用創出推進事業という、全額道費で賄われる事業を実施したいというふうに考えており

ます。シカによる農作物の被害拡大ということで、それぞれ、御質問がありましたように何頭ぐ
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らいいるのだろうということでの越冬地調査とそれぞれ６０歳以上の雇用創出ということで、ハ

ンター６名の方に町内それぞれ巡視をいただいて、まず越冬地、それから生息数の調査等を行

う。それと、駆除できるものについては駆除をしていただくという考え方で、道が緊急的に雇用

創出事業を設けてございます。十勝管内でそれぞれ実施するところ、実施しないところがござい

ますが、先ほど御質問があったとおり、豊頃町も被害が拡大傾向にあることから、この事業に取

り組んでまいりたい。頭数がどのぐらいいるのかということにつきましては、この事業が１月か

ら３月まで実施されることになってございますので、これらの調査結果に基づき、報告をさせて

いただきたいというふうに思っております。 

●小野木議長 ８番津久井議員。 

●８番津久井議員 調査の結果が出てからいろいろ対策を打つのだろうと思いますけれども、非

常に被害額が年々増大しているわけでありまして、いろいろな対策を各町村打たれております。

この問題については、豊頃町だけの問題ではなくて、やっぱり十勝全体で考えていかなければな

らないというふうにも思います。そういった十勝全体の連絡体制というのはできているのでしょ

うか。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 シカの問題については、各町村とも被害を受けております。当初は、春先では北海

道で５２万頭と言われていましたけれども、最近の情報ですと約六十四、五万頭いると。過日も

十勝の町村会でシカの駆除についてそれぞれ、町村の事情をお互いに情報交換しましたけれど

も、豊頃の場合については一定期間を、一斉に駆除しておりますけれども、隣の町と駆除期間が

違えばシカは移動します。白糠の町長の話ですと２００から３００キロぐらい移動する可能性も

あるということを言われているのだそうでございます。 

 それで、十勝としては、できるだけ一斉にやるときは町村共通した考え方でやらなければだめ

だというふうな意見も出ておりまして、これからは、そういった意味では今、道とも協議しなが

らシカ対策を検討しておりますけれども、シカ対策のための駆除に係るハンターは非常に高齢化

が進んでおり、若い方々が免許を取るにも費用がかかるし、また、銃も相当高価なものになって

おり、非常に負担がかかるということで、いかに行政としてはそういった環境整備をしてやるか

が一番大事かなというふうに思っております。 

 こういう形で、こうやればシカがいなくなるということは、今の段階では難しいものですか

ら、各町村とも協議しながら、尐なくとも十勝管内は同じような条件でシカを駆除するように努

力を進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

●小野木議長 先に進みます。 

 ４項水産業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ６款商工費、１項商工費。 
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（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ７款土木費、１項土木管理費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項道路橋梁費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３項住宅費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ６項公共下水道費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ８款消防費、１項消防費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項災害対策費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ９款教育費、１項教育総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２項小学校費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３項中学校費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ４項社会教育費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ５項保健体育費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 ３０ページになりますが、７款の土木費のところの、ちょっと三角数字が大き

いものですから、ちょっと事情をお聞きしたいと思います。社会資本整備総合交付金事業の４,

２０８万４,０００円、それとあわせて１５節の工事請負費、これは北栄幹線の改良舗装工事３,

８７４万円、この２点についてどのような理由でこのようになったのかというところを説明いた

だけますか。 

●小野木議長 答弁、渡部施設課長。 
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●渡部施設課長 今の質問ですが、当初、予算は２億４,１００万円、これは、補助対象分とい

うことで組ませていただきました。そのような形で国に事業費を要望していたのですが、国の公

共事業費の削減のあおりを受けまして、最終的に１億８,０００万円という事業しか採択されな

かったことにより、事業費にしまして６,１００万円の減額、率にして７５％の額しか採択され

なかったということになります。国の公共事業費については約１８.３％の減額というふうに聞

いております。本町については、若干削減率が大きいのかなというふうに思います。本年、国庫

補助事業では３本の路線をやっておりまして、１本につきましては完了路線、もう１本につきま

しては橋梁絡みで最低やらなければならないという部分がありまして、それで北栄幹線改良舗装

工事というところに、その減額のしわ寄せがいきまして、３,８００万円という大きな減額と

なっております。 

 また、６,１００万円減額になっているのですが、５月の補正で１,５５０万円、既に減額させ

ていただいておりますので、今回、総体で４,２１９万５,０００円という額で減額させていただ

いております。以上です。 

●小野木議長 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 国のそういう事情から、本町の当初予算から減額されたということについては

理解できたのですが、それでは、北栄幹線改良舗装工事についての今後の見通しというのはどの

ように考えられるのかというところをお聞きします。 

●小野木議長 答弁、渡部施設課長。 

●渡部施設課長 北栄幹線につきましては、現在、進捗率が約半分程度で、平成２４年完成を目

指していたのですが、ことしこういう形で減額になったため、平成２５年、あと３年かかる予定

となっております。来年につきましては、本年度、当初要求した、北栄幹線につきましては１億

４,０００万円ですが、同程度の予算を要望しております。 

●小野木議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 これで、質疑を終わります。 

 次に、６ページ、第２表、債務負担行為補正について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、７ページ、３表、地方債補正について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 
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 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５８号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第５９号 

●小野木議長 日程第６ 議案第５９号平成２２年度豊頃町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 吉村福祉課長。 

●吉村福祉課長 議案第５９号平成２２年度豊頃町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて御説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,２１６万５,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６億２,４４９万円と定めるものであります。このたびの主な補正

は、パーソナルコンピューターシステム改修費及び退職者療養給付費の増加に伴う補正でありま

す。 

 補正予算の主なものは、歳入歳出事項別明細書７ページ、歳出から御説明いたします。 

 １款総務費、１項総務管理費に、システム改修費として２２０万５,０００円を追加。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、２目退職被保険者等療養給付費に、療養給付費として８１６

万円を追加、４目退職被保険者等療養費に、療養費として６万円を追加するなど、合わせて８２

２万円を追加。２項高額療養費に、退職被保険者等高額療養費として１７４万円を追加するもの

であります。 

 この歳出に要する財源として、６ページ、歳入をご覧ください。 

 ４款療養給付費交付金に、退職者の療養給付費の増加による療養給付費交付金として９９６万

円を追加。 
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 ９款繰入金に、一般会計繰入金として１２６万５,０００円を追加。 

 １０款繰越金に、前年度繰越金として９４万円を追加するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いをいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６ページ、４款療養給付費交付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ９款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 １０款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ７ページ、１款総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２款保険給付費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５９号を採決します。 

 お諮りします。 
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 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６０号 

●小野木議長 日程第７ 議案第６０号平成２２年度豊頃町介護保険特別会計補正予算（第２

号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 吉村福祉課長。 

●吉村福祉課長 議案第６０号平成２２年度豊頃町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て御説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５２９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億１,７２０万５,０００円と定めるものであります。 

 このたびの主な補正は、訪問介護、短期入所生活介護及び地域密着型グループホームなど、介

護サービス利用者が増加していることによる補正であります。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書、８ページ、歳出から御説明いたします。 

 １款総務費、３項介護認定審査会費に訪問調査委託料として１７万８,０００円を追加。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費に、介護サービス給

付費として７３０万円を追加するなど、合わせて７３７万７,０００円を追加、２目地域密着型

介護サービス給付費に、介護サービス給付費として２５０万円を追加、３目施設介護サービス給

付費から介護サービス給付費として６５０万円を減額、６目居宅介護サービス計画給付費に介護

サービス計画給付費として１９０万円を追加。２項介護予防サービス等諸費に、福祉用具購入費

として１万３,０００円を追加するものであります。 

 この歳出に要する財源は、６ページ、歳入をご覧ください。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金に、介護給付費負担金として１３６万７,０００円を追加。

２項国庫補助金に、介護給付費調整交付金として３５万４,０００円を追加。 

 ４款道支出金に、介護給付費負担金として３２万８,０００円を追加。 

 ５款支払基金交付金に、介護給付費交付金として１５６万４,０００円を追加。 

 ７款繰入金に、介護給付費繰入金として１６０万円、その他繰入金として８万３,０００円、

合わせて１６８万３,０００円を追加するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いをいたします。（発言する者あり）

大変申しわけございません。 

 歳出の３款地域支援事業費、２項包括的支援事業・任意事業費、この分が説明から飛んでしま
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いました。大変申しわけなく思っております。 

 追加で説明をさせていただきます。 

 ３款地域支援事業費、２項包括的支援事業・任意事業費として、給与費等の改正によって１７

万２,０００円を減額するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いをいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６ページ、３款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ４款道支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ５款支払基金交付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ７款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳入全般について、質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ８ページ、１款総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２款保険給付費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３款地域支援事業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 
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 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６０号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６０号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６１号 

●小野木議長 日程第８ 議案第６１号平成２２年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 吉村福祉課長。 

●吉村福祉課長 議案第６１号平成２２年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について御説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１０万６,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４,５７２万４,０００円と定めるものであります。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書、７ページ、歳出から御説明いたします。 

 １款総務費に、印刷費として６万２,０００円を追加。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金から、後期高齢者医療保険基盤安定負担金が確定したこと

から、保険料等負担金を１１９万４,０００円減額。 

 ３款諸支出金に、平成２１年度一般会計繰入金精算返還金として２万６,０００円を追加する

ものであります。 

 この歳出に要する財源は、６ページ、歳入をご覧ください。 

 ２款繰入金から保険基盤安定繰入金を１１９万４,０００円減額。 

 ３款繰越金に、前年度繰越金として２万６,０００円を追加。 

 ５款広域連合支出金に高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金として６万２,０００円を追加

するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いをいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 
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 ６ページ、２款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ５款広域連合支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ７ページ、１款総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ２款後期高齢者医療広域連合納付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３款諸支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６１号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６１号は原案のとおり可決されました。 
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       ◎ 議案第６２号 

●小野木議長 日程第９ 議案第６２号平成２２年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算（第１

号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 議案第６２号平成２２年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算（第１号）につい

て説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３７１万８,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２億８,０６０万円と定めるものであります。 

 補正の内容につきましては、歳入歳出事項別明細書で説明いたします。 

 ７ページをご覧ください。歳出から説明いたします。 

 １款総務費において、簡易水道一般経費、賃金１２６万円減額、需用費、水道施設維持補修費

として１００万円追加、本管移設等補償工事費として、工事請負費、本管移設等補償工事３３０

万８,０００円減額するなど、合わせて３７１万８,０００円減額するものであります。 

 これに伴う歳入といたしまして、６ページをご覧ください。 

 １款使用料及び手数料において、水道使用料を現年度分３８０万円追加するなど、合わせて４

５２万１,０００円追加。 

 ３款繰入金に、一般会計繰入金１,００８万円を減額。 

 ４款繰越金、前年度繰越金として１８４万１,０００円を追加するものでありますので、よろ

しく御審議お願いいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６ページ、１款使用料及び手数料。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ３款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 ４款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 
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 ７ページ、１款総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６２号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６３号 

●小野木議長 日程第１０ 議案第６３号平成２２年度豊頃町公共下水道特別会計補正予算（第

３号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 議案第６３号平成２２年度豊頃町公共下水道特別会計補正予算（第３号）につ

いて説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億１,５６５万円と定めるものであります。 

 補正の内容につきましては、歳入歳出事項別明細書で説明いたします。 

 ７ページをご覧願います。歳出から説明いたします。 

 １款総務費において、職員人件費の改定により９万５,０００円減額するものであります。 

 それに伴う財源といたしまして、６ページ、歳入ですが、 

３款繰入金、一般会計繰入金を９万５,０００円減額するものでありますので、よろしく御審

議お願いいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 
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 ６ページ、３款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 １款総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６３号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６３号は原案のとおり可決されました。 

 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

午前１１時５４分 休憩 

午後 １時００分 再開 

●小野木議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

       ◎ 議案第６７号 

●小野木議長 日程第１１ 議案第６７号平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第５号）につ

いてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 熊野総務課長。 

●熊野総務課長 議案第６７号平成２２年度豊頃町一般会計補正予算（第５号）について御説明

申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８６６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４０億２,２９０万４,０００円と定めるものであります。 

 本案は、旧茂岩河川事業所跡の土地、建物を取得する費用として本予算に計上させていただく
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ものであります。 

 補正の内容につきまして、歳入歳出事項別明細書により、歳出から御説明申し上げます。 

 ７ページをお開き願います。 

 ２款総務費、１項総務管理費において、７目企画費に、まちづくり推進費として、公有財産購

入費として８６６万１,０００円を追加し、この財源として、６ページ、歳入をご覧願います。 

 ９款地方交付税、１項地方交付税に８６６万１,０００円を追加するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議のほどをお願いいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６ページ、９款地方交付税。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 次に、歳出については、項ごとに質疑を受けます。 

 ７ページ、２款総務費、１項総務管理費、説明。 

 佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 説明第１号を御説明申し上げます。 

 土地・建物の取得について。 

 平成２２年度において、次のとおり旧茂岩河川事業所土地・建物を購入することとして、第２

款総務費に計上したものであります。 

 記。 

 １といたしまして、土地・建物の内容でありますが、土地につきましては、宅地、茂岩栄町１

０２番地、面積、７,０５７.６５平方メートル。払い下げ価格、７４３万円。 

 参考までに、１平方メートル当たり１,０５２.７円、坪当たり３,４７３.９円でございます。 

 建物につきましては、茂岩１０２番地内、事務所、合宿所ほか８棟、計１０棟の合計面積１,

２７２.５９平方メートル。払い下げ価格が１２３万１,０００円でございます。 

 なお、建物の評価額によりますと、事務所、５４７.４３平方メートル、鉄筋コンクリート造

り２階建て、築後２８年のみ評価対象としておりまして、この評価額５４７万２,０００円から

合宿所、３５１.７４平方メートル、木造平屋、築後４６年、無線局、１６.０平方メートル、木

造平屋、築後３３年、電気室、４平方メートル、ブロック平屋建て、築後４２年、及び倉庫、１

９.４４平方メートル、木造平屋、築後３３年、以上４棟、３９１.１８平方メートルにつきまし

ては、解体予定として、解体のための経費の試算が４３０万円ということになっております。こ

れは、開発建設部のほうで試算をした額でございますが、これが評価額５４７万２,０００円か

ら差し引かれた金額、１１７万２,０００円に消費税を加算された額が建物全体の払い下げ予定

価格１２３万１,０００円ということになっております。 
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 このことにより、土地・建物に係る合計金額につきましては、８６６万１,０００円というこ

とになります。 

 ２といたしまして、契約の方法でございますけれども、随意契約を予定しております。 

 以上でありますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

●小野木議長 質疑はありませんか。 

 ４番森議員。 

●４番森議員 譲り受ける価格等はわかったわけでございますが、これを譲り受けて、使用目的

というのは、町長が行政報告の中でお話がありましたけれども、これらの建物、相当年数のたっ

ている建物でございます。 

 そういったところで、将来使うために、修理、修繕、あるいは使える形にするためのそういっ

た費用、この辺につきましては今年度の予算には出てこないのかと思いますが、将来どれくらい

かかる予想でしょうか。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 残念ながら、私どものほうでまだ試算の段階まではいっておりません。 

 ちなみに、ボイラー一つとっても、現在、開発のほうで、ボイラーについては使用可能かどう

かという、業者発注がこれからなされるということであります。ボイラーが使えたとしても、例

えば水回りの配管、あるいは水道も含めて、下水道もそうですけれども、どのような状況になっ

ているかというのは、まだ私どもの施設でもございませんし、そこまでお金をかけて業者を入れ

るという状況にまだなっておりません。ただ、本日、町長から行政報告で申し述べたとおり、そ

れぞれ地域集会施設、あるいは防災施設というような、当面利用しやすい方法、特に、ボイラー

があったとしても、ボイラーを使用することなく、例えばＦＦストーブで各部屋の暖房を賄う、

あるいは最低限の使用可能な状況にまで持っていくということで当面は考えたいと思っておりま

すので、それほどびっくりする金額の改築並びに設備等が必要になるというふうには、現時点で

は予定はしておりません。 

 以上であります。 

●小野木議長 ほかに質疑はありませんか。 

 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 今の森議員からの質問にも関連するのですが、非常に購入意思があって、その

ためには用途も明確にされて、それを購入した場合にどのようなリスクがあるのかなというの

は、いかなる理由があっても提案するにはいささか資料が不足しているなという感じを現在受け

ました。ということは、関連するのですが、今も既に午前中に議論されているのですが、既存の

建物を購入した場合の今後の改修費というものはどのぐらいかかるかというのは、やはり、概略

とらえなければいけないというのが業務ではないかなと、こう思います。 

 なぜかというと、せっかく町の中の空き地対策として解決に向かって、町長が頑張ってやって
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いることについては評価しますが、議会でも責められている点があります。それは、そういう既

存のものを購入して投入した資金が、新規で建てたほうが安かったのではないかなという、今、

多目的施設の関係も耳にいたします。したがって、何回も同じことを質問するのですが、しっか

りとやっぱりとらえていただきたいというのが一つです。その辺の考え方と、それからもう一つ

は、今、提案された中における茂岩栄町１０２番地というのは、現状の公示価格としてどのぐら

いのものなのかというところを参考にやはりしたいという意味で質問いたしますが、今、課長が

坪当たりの単価を、説明がありました。そうすると、やはり比較するために、その辺の、当町に

おける１０２番地というものの公示価格の現状はどうなのかというところもひとつお聞かせいた

だきたいというふうに思います。 

 それから、もう一つは、２番の契約の方法ですが、随時契約といいますが、これは役所の施設

であります。したがって、役所というのは一般的に、時間がかかっているこういう施設について

は、ある程度の区切りをつけるというのが目的ではないかなという想定をいたします。したがっ

て、随時契約というのは、いつごろ議会で議決した場合に作業が進行するのか、あるいは終了す

るのかなというところをまずまとめてお聞きいたします。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 町が財産を求める場合については、当然、大崎議員の御指摘のとおり、目的をはっ

きりして購入しなければならないことは、私たちも本当に、重々承知をしているところでござい

ます。しかし、物件が物件だけに、開発のほうもできるだけ早く処分をしたいということと、も

う一つ、できるなら、先ほど言った資材購入、つまり、災害用の資材購入等々の理由で上げてい

ただければ、優先的に町村に譲り渡してもいいですよということがある程度、話はされておるも

のですから、それで、そういった意味では、ある程度、災害用の資材、福祉等々、過去には、私

が町長になったときは１億円から、前の町長のときにもお話が出ていまして、１億円以上とされ

ておりまして、その後、福祉等々にかかわるものについてはということで値段が５,０００万円

ぐらいになりまして、さらに高くて、実は、私ども一たん中止をせざるを得ないということでし

た。 

 二、三年前から、できるだけ早目に買っていただきたいということで、再三協議した結果、今

の値段になったわけであります。したがいまして、使わないものはもう、きれいに壊して、将来

は本当の使える事務所だけ形として使いたいと。できることなら、病院も近い、社協も近いとい

うことで、福祉等に関するものが一番適切かなと思っております。ただ、大きな、しっかりとし

た目的は今の段階では持っておりません。これから購入と同時にゆっくり、団体なり、もしくは

内部で十分検討して、できるだけそういった、町民に恩恵の受けられるような形で土地を使いた

いなというふうに考えております。 

 土地の値段については、あそこは国有地ですけれども、大体あの周辺は、坪当たり３，３００

円、個人売買だと１万５,０００円から２万円ぐらい坪当たりしております。今回は、坪当たり
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３,３００円になったわけですから、非常に、値段的にも安いかなというふうに思っておりま

す。したがいまして、できるだけ早く予算が通れば、私どもとしては開発と協議して購入し、壊

すものは壊して、残るものは残して、できるだけ町民に、各団体からある程度情報を聞きなが

ら、町としては有効活用したいなというふうに思っているわけであります。 

 先ほど課長が申し上げましたように、事務所の部分についてはまだ利用可能でありますので、

購入と同時にベニヤを外して、中に光を入れまして、ゆっくりまた検討していきたいというふう

に思っております。本来であれば、しっかりとした目的を持たなければ購入することは望ましく

ないのでありますが、今言った事情、経過等を踏まえて、早急に、とりあえず買って、町の公有

地として利活用したいというのが私どもの今の段階の考えでございますので、よろしくお願い申

し上げます。以上です。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 議員が最後に御質問につけ加えられた１点でございます。今後の日程というこ

とで、契約の方法としましては随意契約ということで、この随意契約の内容につきましては、開

発建設部が豊頃町に対して１対１で売買を望むという意味で随意契約ということであります。 

 今後の日程でございますけれども、本議案提出が本日、１２月１０日でございます。仮に本議

案の議決をいただいた時点で、私どもは帯広開発建設部長と豊頃町長とで土地・建物の売買に関

しましての仮契約を締結いたします。その後、１月以降になろうかと思いますが、議会において

財産の取得についての議決をいただく運びになります。その議決を受けて、初めて本契約の締結

が可能になりますので、そのように予定をさせていただいております。 

 以上であります。 

●小野木議長 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 よくわかりました。 

 ただし、本町の土地価格については、メディアの紙面には余り出てこないぐらいの価格低下を

しています。ですから、これは、参考にお聞きしたのですが、１万２,０００円か１万３,０００

円するのではないかと、民間であれば２万円台ぐらいいくかなと。それから比べると、三千何が

しというのは非常に開発局も配慮してくれているなと、こういう理解をしているのです。このこ

とについてはやはり、役所対役所というか、公共物だということの解釈でいいのではないかな

と、こう思っているのです。 

 ただ、課長が今説明していただいた随意契約の期日については、今、スケジュールが大体述べ

られましたから、それはわかるのですが、この件については、やはり優先権を豊頃町に与えてく

れているのだなということではないかなと思うのです。そこで、今後のことについてなのです

が、町長の本日の行政報告で、非常に具体的に記述されているのですが、購入予定の施設がある

行政区が抱える問題についてです。茂岩栄町と茂岩末広町は共同で使用している集会施設あり、

そのことについて地域から非常に苦情が出ていました。そういうところからいって、その辺の考
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え方をもう尐し具現性を持たせて進行していただければよろしいのではないかなと、こういう考

えをしていますが、その辺についての町内の区長さんや住民の意見というのは、もしお聞きであ

れば、要望があれば、お聞きしたいと思うのですが。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 もともと栄町の集会施設は、御承知のとおり、末広町にある集会施設を共同で使っ

ているわけでありまして、栄町も、会合を開く場合については非常に、向こうまで行く、ちょっ

と不便というよりも、そんなに距離はないのですけれども、そういった意味で、ましてや、やは

り行政区が違いますと、なかなか、安易に使うわけにいきませんので、不便を期していることは

事実ですけれども、今回、そういった地域間の強い要請はございません。ただ、施設の中に詰め

所として使用されていたところがあり、まだ、壊すのがもったいないものですから、それを手直

しすれば利用できる状態になるので、できればそういった、地域の施設にも利用させてあげたい

なというふうに思っております。 

 あと、環境整備について開発も努力しておりますけれども、どうしてもあの辺の整備が足りな

いなということで、先ほども言いましたとおり、早急に購入をして環境整備だけはきちんとし

て、本当は、先ほど言ったとおり目的をきちんと持てばいいのですけれども、ゆっくり時間をか

けて考えたいと。早急に考えて、万が一考え方が間違っていたら大変なことになるものですか

ら、そういうことも含めて、とりあえず買いましょうということが先決問題になったものですか

ら、こういう事情になったことを御理解いただきたいと思います。以上です。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 町長も答弁の中で一部触れておりましたけれども、茂岩栄町、末広エリアの固

定資産評価額でございますけれども、現時点では坪当たり３,３６０円ということで押さえてお

ります。 

●小野木議長 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 ７番長谷川議員。 

●７番長谷川議員 町が確かに安く買っているということはわかりますけれども、やはりこうい

う社会状況ですから、やはり町が買わなければならないというのは十分理解できるわけです。た

だ、個人の土地もあるわけです、あの地域には。当然、本町の中心地は茂岩ですから、茂岩の地

価というのがやはり本町の地価に影響すると。それが異常に安いということになれば、今現在

持っている財産としての価値が当然、周りの人にも影響を及ぼすのではないかということも考え

得るわけですよね。ですから、安いことは確かにいいかもしれませんけれども、その辺につい

て、やはり当然配慮すべきではないかということは、その配慮のしようがないかもしれません。

こういう社会情勢ですから、やはり、何というか、歯どめがきかないといいましょうか、非常に

難しい問題がありますけれども、その辺について、やっぱりお考えをお聞きしたいと。 

 それから、町長は、先ほどいみじくも町内で非常に買い手のあるところとないところで、やっ
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ぱりということをお話ししましたけれども、私の考えでは、同じ町民ですから、あえてこちらの

ほうに買い手がなくても近くにあれば、それを利用し合うというのがやっぱり町長の大きな考え

ではないかと思うのですよ。ですから、そこまでして買い求めるとか、それを利用するというこ

とは、あえてしなくていいのではないかなというふうに思うのですけれども、その点についても

お伺いいたします。 

●小野木議長 答弁、宮口町長。 

●宮口町長 まず、土地の購入ですけれども、相手から買うものですから、本当はただで、一番

いただきたいのですけれども、最終的には、坪でいくと三千何がし。しかし、あの辺の町有地を

売る場合については、とてもその値段では売りませんので、過日、もとの校長住宅の周りも売り

ましたけれども、そこは１万円を超えた値段で買っていただきまして、今後とも、町が相手方に

売る場合については、今、長谷川議員が言うように、極端に価格を抑えてやると周りに迷惑をか

けますので、ある程度の、そのときの時価、相場等で考えたいと思います。 

 それから、あそこは大きな団地が二つありますけれども、今の施設の中に、壊すのにもったい

ない詰め所があるものですから、できればその詰め所を、その周辺の栄町の方が、もし集会所、

会合の寄り場として使うのであれば、オープンにして貸してあげようかなというふうに考えてお

ります。 

 できるだけ目的をこれからきちんと持って対応していきたいというふうに思っておりますし、

仮に目的がある程度形づけば、また議会に相談して、皆さん方の御意見をいただきながら適切な

利用、運用をしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

●小野木議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 これで、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第６７号は、総務文教常任委員会に付託し、審査することに

したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６７号は、総務文教常任委員会に付託し、審査することに決定しました。 

 

       ◎ 議案第６４号 

●小野木議長 日程第１２ 議案第６４号豊頃町テレビジョン放送再送信施設の設置及び管理に

関する条例の制定についてを議題とします。 
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 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 議案第６４号について御説明を申し上げます。 

 豊頃町テレビジョン放送再送信施設の設置及び管理に関する条例の制定についてであります。

本条例は、平成２２年度において、豊頃町地域情報通信基盤整備工事により、地上デジタルテレ

ビ放送難視聴世帯約２３０世帯に関して整備される施設の設置及びその管理に関する条例を制定

しようとするものであります。 

 本条例第１条では目的及び再送信施設の設置場所に関すること、第２条では各種用語の定義、

第３条では業務の内容、第４条では本条例における業務の対象となる世帯の定義、第５条では管

理運営の主体及び管理運営委託の可能性、第６条では施設を利用する場合の承認及び管理上必要

と認める条件、第７条では利用の制限、第８条では利用の取り消し及びこれによって生じる損害

の免責、第９条では設置工事等に係る費用の負担、第１０条では利用者における豊頃町への便宜

供与等、第１１条では施設設備等の移転及びその経費負担、第１２条では施設等の利用中止に関

する届け出、第１３条では利用料、第１４条では施設を管理すべきものの区分、善良な管理、障

害、破損状況の報告及び修繕に要する経費の負担、第１５条では損害の賠償、第１６条では天災

その他の不可抗力により施設等の利用が不可能になった場合の町における賠償の免責及び第１７

条では条例に定める事項以外の規則への委任を規定しようとするものであります。 

 なお、附則といたしまして、第１項で、この条例は、平成２３年４月１日から施行することと

し、第２項では条例施行日以前の準備行為について、第３項では平成２３年３月３１日までに利

用承認を受けた場合の光受信端末装置設置工事等の費用負担の特例について、第４項では前項に

おける場合の光受信端末装置の所有権及び利用者への貸与について及び第５項では、前項により

貸与を受けた場合、平成２８年３月３１日までの５年間についての修繕に要する費用の負担に関

して規定をしようとするものであります。以上でありますので、御審議のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 議案第６４号についての本町におけるテレビ放送の再送信施設、これに関連す

るので、現状についてちょっとお聞きしたいのですが、この条例制定についての問題とあわせ

て、現在、地デジで全般的な全域工事をやっていますが、この中で、工事最中における損害賠償

等の申し入れはありませんか。 

●小野木議長 答弁、佐藤企画課長。 

●佐藤企画課長 申しわけございません。私のちょっと理解力が弱いのか、その場合の損害賠

償、どういう損害賠償を想定されているのか、ちょっとわからないのですが、例えば工事施工中
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の事故に伴う損害賠償ということですか。（「はい、そうです」と呼ぶ） 

 私の承知している範囲では、事故と表現可能な事態は３回、この工事が始まってから生じてお

ります。そのうち２件は、電柱の新設中に機械で掘り下げたところ、水道管を破損したというこ

とで、一時、特定のエリアの水道の利用に支障を来したというのが２件であります。もう１件に

つきましては、施工業者の車両が一般車両と正面衝突をした上で、人身事故の扱いを受けて、そ

の後、示談に至ったということであります。それらについては、当然、示談ということでござい

ますので、交通事故については損害の賠償が生じております。そういった意味では、保険で対応

をされておりますし、私ども担当レベルでもお会いをして、被害を受けた方にお詫びを申し上げ

るというような対応もさせていただいておりますので、その後、御本人にもお会いしましたし、

それ以降、尾を引いているというようなことは、認識はしておりません。 

 以上であります。 

●小野木議長 ５番大崎議員。 

●５番大崎議員 この条例が制定された時点でも、いろいろとこの条項を見ますと、設置工事等

における費用負担とか損害補償とか、そういう文言が当然、今、提案されているのですが、今施

工している業者は、聞きますと、孫請までいっているし、ひ孫請までやっているということで、

いろいろと住民から、そういう連絡があるのではないかなと。 

 特に、２日前の話ですが、やはり身分証明も下げずに、それから名刺も提示しないで、確認し

ましたが孫請でした。民家の電柱のところへ行って、光ケーブルの工事をしに来たということか

ら、いろいろと苦情が来ていると思うのです。元請と下請と孫請とひ孫請、これは一体だと思い

ますが、ひ孫が事故があろうが、損傷しようが、孫請、ひ孫請、あるいは下請があっても、元請

の責任であります。そういう意味から、やはり、身分証明ははっきりと、全豊頃町民の民家にあ

いさつに行っているのは事実のようですが、その辺の徹底を、やはり行政として指導すべきだな

という感じがしますが、その辺について、詳しいことは担当課長が対応していると思うのです

が、おありだったと思うのですが、その辺の情報はどうでしょうか。 

●小野木議長 ５番大崎議員に申します。 

 議案第６５号の条例の制定についての、今、質疑をやっておりますので、御理解をいただきた

いと思います。（「わかりました」と呼ぶ） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 
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 これから、議案第６４号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６４号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６５号 

●小野木議長 日程第１３ 議案第６５号豊頃町生涯学習の町づくり推進本部設置条例の廃止に

ついてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 山本教育課長。 

●山本教育課長 議案第６５号豊頃町生涯学習の町づくり推進本部設置条例の廃止について御説

明申し上げます。本条例は、平成６年に施行され、町長を本部長とし、本町の生涯学習の推進に

当たり、関係機関及び関係団体との連携、協力体制の整備に努めることを目的として設置され、

平成８年には豊頃町生涯学習推進計画を策定し、今日まで当該推進計画に沿った施策の展開をさ

せていただいております。 

 同推進計画の策定から１４年が経過し、町民の方々には生涯学習への理解が深まり、個人、各

種団体、グループが主体的に学習活動に取り組まれており、同推進本部設置の所期の目的がおお

むね達成されたものと考えております。 

 また、今後の生涯学習の推進につきましては、第４次豊頃町まちづくり総合計画に位置づけら

れており、教育委員会、あるいは町各課及び町内関係団体と協議・連携の上、施策の展開を進め

ていくこととし、検討課題等につきましては、町ふれあいタウン推進会議において、総合的に御

審議いただくこととなったことから、豊頃町生涯学習の町づくり推進本部設置条例を廃止する条

例を制定しようとするものであります。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成２３年４月１日から施行するものでありますの

で、御審議くださるようお願い申し上げます。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 
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●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６５号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６５号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６６号 

●小野木議長 日程第１４ 議案第６６号豊頃町営住宅の設置及び管理条例の一部改正について

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 議案第６６号豊頃町営住宅の設置及び管理条例の一部改正について説明いたし

ます。本条例は、本年１１月に完成しました大津地区の漁業振興住宅の設置及び管理について定

めるため、条例の一部改正を行うものであります。 

 改正の内容といたしましては、第２条、用語の定義において、漁業振興住宅の用語の定義を行

うものであります。第６条におきまして、漁業振興住宅の入居者の資格について定めるものであ

ります。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでありますので、御審議のほど

をよろしくお願いいたします。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●小野木議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第６６号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 同意案第１号 

●小野木議長 日程第１５ 同意案第１号豊頃町教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。 

 本件について、提出者の説明を求めます。 

 宮口町長。 

●宮口町長 同意案第１号豊頃町教育委員会委員の任命について御説明申し上げます。本案は、

平成２２年１２月２４日をもって任期満了となります次の者を再任いたしたく、法律の定めによ

り議会の同意を得るものでございます。 

 住所は、豊頃町二宮１３５６番地、氏名は、櫻井康雄氏であります。 

 なお、任期は平成２２年１２月２５日から平成２６年１２月２４日までの４年間でありますの

で、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

●小野木議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件は、人事案件につき討論を省略したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本件については討論を省略することに決定しました。 

 これから、同意案第１号を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、同意案第１号は同意することに決定しました。 

 

       ◎ 同意案第２号及び同意案第３号 

●小野木議長 日程第１６ 同意案第２号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任、及び日程

第１７ 同意案第３号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを一括議題とします。 

 同意案第２号及び第３号の２件について、一括して提出者の説明を求めます。 
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 宮口町長。 

●宮口町長 同意案第２号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任について御説明申し上げま

す。本案は、平成２３年２月６日をもって任期満了となります次の者を再任いたしたく、法律の

定めにより議会の同意を求めるものでございます。 

 住所は、豊頃町北栄１７４番地４、氏名、神谷秀秋氏であります。 

 なお、任期は、平成２３年２月７日から平成２６年２月６日までの３年間であります。 

 次に、同意案第３号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任について御説明申し上げます。

本案につきましても、平成２３年２月２８日をもって任期満了となります次の者を再任いたした

く、法律の定めるところにより議会の同意を求めるものでございます。 

 住所は、豊頃町茂岩本町１２４番地、氏名、坂口嘉弘氏であります。 

 なお、任期は、平成２３年２月２９日から平成２６年２月２８日までの３年間であります。 

 よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

●小野木議長 同意案第２号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを審議します。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件は、人事案件につき討論を省略したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本件については討論を省略することに決定しました。 

 これから、同意案第２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、同意案第２号は同意することに決定しました。 

 同意案第３号豊頃町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを審議します。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●小野木議長 質疑なしと認めます。 
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 お諮りします。 

 本件は、人事案件につき討論を省略したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本件については討論を省略することに決定しました。 

 これから、同意案第３号を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、同意案第３号は同意することに決定しました。 

 

       ◎ 陳情の委員会付託 

●小野木議長 日程第１８ 陳情の委員会付託を行います。 

 本日までに受理した陳情は、お手元に配付しました陳情文書表のとおりです。 

 陳情文書表を職員に朗読させます。 

 和田事務局長。 

●和田事務局長 陳情文書表。 

 受理番号１５、受理年月日、平成２２年１０月７日、件名、地域医療と国立病院の充実を求め

る陳情書、陳情者の住所及び氏名、豊頃町中央新町４１番地、岩井明、付託委員会、産業厚生常

任委員会。 

 以上です。 

●小野木議長 ただいま朗読しました陳情については、陳情文書表のとおり産業厚生常任委員会

に付託し、審査をすることにします。 

 

       ◎ 休会の議決 

●小野木議長 日程第１９ 休会の議決の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議案等精査のため、１２月１１日から同月１５日までの５日間、休会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●小野木議長 異議なしと認めます。 

 したがって、１２月１１日から同月１５日までの５日間、休会とすることに決定しました。 
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       ◎ 散会宣告 

●小野木議長 以上で、本日の日程はすべて終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

午後 １時４５分 散会 

 

 


